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１．～ 序章 ～ 建設現場へ先進技術を導入しよう！
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AI・IoTなどの先進技術を

建設現場へ導入

建設産業の生産性の向上！

地域産業の活性化！

１．～ 序章 ～ 建設現場へ先進技術を導入しよう！
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• 建設業就業者の減少

• 若手就業者の減少

• 就業者の高齢化

 新潟県の建設業就業者 【就業者数】

【29歳以下の割合】 【55歳以上の割合】

１．～ 序章 ～ 建設現場へ先進技術を導入しよう！
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『地方創生』推進交付金

地域の実情に応じた まち・ひと・しごと創生

ＡＩ・ＩｏＴ

活用ビジネス創出事業

１．～ 序章 ～ 建設現場へ先進技術を導入しよう！
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 コンクリート品質管理システム（生産性向上，技術の伝承(品質向上)）

建設現場のコンクリートの打ち込み作業を支援するシステムを開発します。開

発するシステムではコンクリートの打ち込み記録を管理するほか、温度センサー

などを利用してコンクリートの品質管理を行います。また、現場記録をデータ

ベースとして蓄積し、構造物の設計にも活用します。

＜スケジュール＞

開発期間

H29.10～H30.3

現場実証・システム改修

H30年度～

１．～ 序章 ～ 建設現場へ先進技術を導入しよう！



7

２．新潟県における品質確保の取組みについて



8

 生産性は向上するのか？

 新潟県がコンクリートの品質管理をルール化することで、施工者には

ルールどおり「チェックして記録するという手間」が増える。

 新潟県がただ開発システムを工事で利用するだけでは、施工者は

「やらされている感」を感じるだけ｡(開発システムが定着しない｡)

２．新潟県における品質確保の取組みについて

新潟県

施工者



9

「 シ ス テ ム を つ く る 」

≠
｢生産性向上｣｢品質向上｣｢土木の魅力ＵＰ｣

システムはツールでしかなく、つくるだけで目的が達成され

るわけではない。ツールを利用して目的を達成するための

『体制（仕組み）づくり』が必要。

コンクリート構造物の品質を確保し、どのように生産性を向上させるか。

そのキーワードの一つが山口県の「コンクリート構造物品質確保システム」

 コンクリート品質管理システムの開発と見えてきた課題

※ 山口県の「コンクリート構造物品質確保システム」の「システム」は体系・制度を意味している。

２．新潟県における品質確保の取組みについて
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 今こそ必要なコンクリート構造物の品質確保

① 品質確保のためのPDCAサイクルの構築

② ひび割れ抑制対策の検討

（既往の工事実績に基づくひび割れ発生の判断）

③ データベースの構築及び開発システムとの連携

この3事項を軸に『品質確保システム(体系・制度)』の

構築を目指す。

２．新潟県における品質確保の取組みについて
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 コンクリート構造物品質確保ガイド

 ひび割れ抑制対策資料

 ひび割れの照査

 ひび割れ対策の検討

 設計照査(ひび割れ抑制対策)

 施工状況把握チェックシート

 施工記録の作成

 データベースを構築

 施工記録を整理・分析

『Do』ではなく

『Action』を前提に取組みを推進

【施工】 受注者・発注者

【設計・発注】 【施工データの蓄積】

① 品質確保のためのPDCAサイクルの構築

建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・発注者 ★関係者で共有★

② ひび割れ抑制対策の検討

（既往の工事実績に基づくひび割れ発生の判断)

③ データベースの構築及び

開発システムとの連携

２．新潟県における品質確保の取組みについて

【運用基準】 発注者



設計時の設定条件は実際の

施工条件と合致しているか

ＳＴＡＲＴ

ひび割れに対する限界値を設定する

環境条件，構造物の寸法形状，配筋，

施工方法，コンクリートの自己合を設定する

既往の実績のみで混度ひび割れが

発生するか否か，もしくは有害なひぴ割れが発生

するか否かの判断をするコンクリートの物性を評価する

温度分布を算定する

温度応力を算定する

ひび割れ指数またはひび割れ

幅を算定する

簡易評価法により

ひび割れ指数を算

定する

既往の実績に基づいて

ひび割れの発生の判断

あるいはひび割れ幅の

推定を行う

予測値は限界値の範

囲に収まっているか

設計段階おけるＥＮＤ

（設計図書への記録）

ＥＮＤ 12

YESNO

YES

YES

NO

NO

コンクリート標準示方書

2017制定(解説 図 12.1.1)

初期ひび割れに対する照査のフロー

(セメントの水和に起因するひび割れ)

施工段階

設計及び施工計画のそれぞれの段階

における照査の考慮範囲が明確となった
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 今こそ必要なコンクリート構造物の品質確保

 維持管理も重要だが、耐久性のある新設構造物を建設すること

も重要

 経験豊富な建設会社社員・作業員が減少し、「担い手不足」

よってコンクリート構造物の品質が低下傾向に

 コンクリート構造物の品質は、環境が厳しい地域（塩害・凍

害）では維持管理費に顕著に影響する

山口県のような『品質確保システム(体系・制度)』を構築し、『開発システム

(ソフトウェア)』を利用することで、より一層の生産性向上を目指す。

２．新潟県における品質確保の取組みについて
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３．システム(ソフトウェア)の開発【Poc-tech】



15

３．システム(ソフトウェア)の開発【Poc-tech】
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３．システム(ソフトウェア)の開発【Poc-tech】
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３．システム(ソフトウェア)の開発【Poc-tech】
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３．システム(ソフトウェア)の開発【Poc-tech】
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システムの付加価値を構築！

目 指 す は 全 国 展 開 ！ ！

３．システム(ソフトウェア)の開発【Poc-tech】
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関係者の『協働』の意識を高めていくことが、

生 産 性 の 向 上 に つ な が っ て い く


